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念願達成 !二部大会優勝 法

素

通

惨

平
成

二
四
年
十

二
月
九

日
発
行

（
第

四
号
）

法

政

魂

こ

こ

に

あ

り

平
成

二
四
年

一

一
月

四
日
、
講
道
館

大

道
場

で
開
催

さ
れ

た
東

京
挙

生

柔
道

二
部

優
勝

大
会

に
お

い
て
、
我
が

法

政
大
学
体

膏

会

柔
道

部

は
見
事

優
勝

を
飾

る

こ
と
が

で
き

た
。

全

国

か
ら
多
数

の

Ｏ

Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
諸
氏
並

び

に

保

護

者

の

方

々
が

応

援

に

駆

け

つ

け
、

熱

気

の

こ
も

っ
た
応
援
が

行
わ
れ

る

と
と

も

に
、

気
迫
溢

れ

る
白
熱

し
た
試
含

が

展
開
さ
れ
た
。

（
在
は
決
勝
戦
勝
利
室
告
時

の
写
真
）

右
は
試
含
甲
の
の
状
況
　
　
　
試
含
後

の
Ｏ
Ｂ
諸
氏

へ
の
報
告
状
況

決
勝
戦

○
法
政
大
学
　
一ハ
　
対
　
〇
　
一蘭
出
学
院
大

先

後
藤
①

内
股

　

　

　

　

　

　

澤

田

田
村
⑩

含

せ
技

　

　

　

　

　

一二
丼

下
田
⑩

背

負
投

　

　

　

　

　

林

中

古
同
橋
⑦

内

股

　

　

　

　

　

　

竹
内

和
田
⑦

注
意
　

　

　

　

　

　

出

□

塙
　
⑩

支
鉤

足

　

　

　

　

　

一Ｐ
本

人

千
葉

　

　

　

　

×
　
　
　
　
生
田
目

【
渡
邊
敏

之
監
督
談
話
】
（
昭
和
五
三
年
度
卒
）

非

常

に
厳

し

い
戦

い
で
し
た
。
決
勝
戦

も

含
め

て
安

心

で
き

る
戦

い
は

一
つ
も

あ

り
ま

せ
ん

で
し
た

。

学
生
は
良

く
頑

張

っ
て
＜
れ
た
と

思

い
ま

す

。
学
生
諸

君
に
は
、

こ
の
結

果

に
満

足
す

る

こ
と
な
＜

、
来

春

の
東

京
学

生
柔
道

大

会

で

の
奮
闘
を

目
指

し

て
更
な

る
精
進

を
望

み

ま
す

。
Ｏ

Ｂ
諸

氏

を

初

め

と

し

て

保

護

者

の

方

々
、
関
係

各
位

の
多
大

な

る
ご

支
援
と
ご

協

力

に
心

か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当

に
あ

り
が

と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
西
田
幸
倉
柔
道
部
長
談
話
】
（
法
学
部
教
授
）

渡
邊
監
督

か
ら

大
会
結

果

の
連
絡
が

届
＜

告
を
得

て
、
安
堵

の
気

持
ち
と

そ
し

て
学
生
諸

君

に
は
良
＜

頑
張

っ
て
＜
れ
た
と
感
謝

の
気
持

ち

で

一
杯

で
あ

り
ま

す
。

当

日
は
大
学

で

の
所
用

の
た
め

、
試
含
を
観

る

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た

こ
と

は
非
常

に
残
念

で
な

り
ま
せ
ん
が

、

こ
れ
も
渡
邊
監
督

の
指
導

の
下
、
皆
が

一
致

団
結

し

て
努
力
精

進
し
た

賜

と
思

い
ま
す

。

攣
生
諸
君

に
は
、

こ
の
結

果

に
満

足
す

る

こ

と
な
く

、
更

な

る
高
見
を
目
指

し

て
精
進
を
重

ね
る

こ
と
を
切

に
期
待

し

て
止

み
ま

せ
ん
。

◎

観

戦

記

網
倉
武
重
氏
談

（
昭
和
三
六
年
度
卒

・
神
奈
川
）

「
も

う
、
驚

い
ち

ゃ

っ
た
ね

、
あ

そ

こ
ま

で
頑

張
る
と

は
思

い
ま

せ
ん

で
し
た
。
手

に
汗
握

る

と

は

こ
の
こ
と
だ
ね

。
優
勝
お

め

で
と
う
。
３

後

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
」

池

田
悦
雄
氏
談

（
昭
利
四
四
年
度
卒

。
東
京

）

「
ま
ず

は
、
お

め

で
と

う
と

言

い
た

い
。
と

に

か
く
良
＜
頑
張

っ
て
＜
れ
ま

し
た
。
や

っ
ぱ

り

ね
、
柔
道
は

こ
う

で
な
＜

っ
ち

ゃ
い
け
な

い
ね

。

来
年

の
東
京
学

生
大

会
は
大

い
に
期
待

し

て

い

ま
す

。
」

小
牧
光

一
氏
談

（
昭
和
五
二
年
度
卒

・
鹿
児
島
）

「
久
し
ぶ

り
に
学
生
諸

君

の
試
含
を
見
せ

て
い

た
だ
き
ま
し
た
が

、
気
含

い
の
入

っ
た
良

い
試

含

で
し
た
”
鹿
児
島

か
ら
応
援

に
来
た

甲
斐
が

あ
り
ま

し
た
。
」

中
川
和
彦
氏
談

（
昭
和
五
七
年
度
卒

。
愛
知

）

「
興
奮
し
ま

し
た
。
感

動

し
ま
し
た
。
鳥
肌
が

立

つ
よ

う
な
緊
張
感
溢

れ

る
良

い
試
含
ば

か
り

で
し
た
。
心

か
ら
お

め

で
と

う
と

言

い
た

い
と

思

い
ま
す
。
」

中
山
浩
平
氏
談

（
平
成

三
二
年
度
卒

。
東
京

）

「
私
達
が

な

し
得
な

か

っ
た

二
部
大
会
優
勝

、

本
当

に
お
め

で
と
う
ご

ざ

い
ま
す

。
」



◎

盛

大

に

法

友

柔

道

倶

楽

部

総

会

開

催

平

成

二

四

年

三

月

一
二

日

、

法

政

大

学

ボ

ワ

ソ

ナ

ー

ド

タ

ワ
ー

二

五

階

レ

ス
ト

ラ

ン
に
お

い

て

三

三
年
度
総
会

（
懇
親
会
）
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

会

長

の
福

田
誠

志

氏

（
神
奈

川

）
、
伊
藤

富
美

雄

氏

（
秋

田

）
、

原

本

忠

夫

氏

（
静

岡

）
、

大

島
浩

氏

（
神

奈

川

）
、

関

根

正

氏

（
埼

玉

）
、

太

田

年

彦

氏

（
愛
知

）
、
青
丼
讐
氏

（
大
阪
）
、
内
海
健
雄
氏

（
大

阪

）
、

洒

丼

秀

臣
氏

（
東

京

）
、

野

村

亨

平
氏

（
岩

手

）

等

々
蒼

々
た

る

メ

ン
バ

ー

が

集

い
、

学

生

を

囲

ん

で
楽

し

い

一
時

を

過
ご

す

こ
と

が

で
き

た

。

大

西

記

露

和

喜

葦

墜

む

（
写
真
は
全
員

に
よ

る
記
念
撮
影
）

電
金
一子
先
生
一あ

り
・が

と
一う
ご
ざ
一い
ま
し
た

嚇

平
成

二
四
年

三
月
を
持

っ
て
金

子
征
史
先

生

（
法

政
大
学

法
営
部
教

授

）
が

、

柔
道
部

長
を
退
任
さ
れ

る

こ
と
と
な

り
ま
し
た

。

長
年

に
わ

た

り
我
が

法

政
大
学
体
育

会

柔

道
部
を
指

導

し

て

い
た
だ

き

、
ま
た

、
今

日

の
柔
道
部
が

在

る

の
も

先
生

の
ご

尽
力

の
賜

と
挙
生

は
も

ち

ろ
ん

の

こ
と

Ｏ
Ｂ
共

々
深
＜

感
謝

い
た
し

て
お

り
ま
す

。
総
会

の
席
上

で

記
念

品
と
花
束

を
贈

呈

さ
せ

て
い
た
だ
さ

、

Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
さ

さ
や

か
な
が

ら
感
謝

の
意

を
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
、
今
後

と
も

柔
道
部

並
び

に

Ｏ
Ｂ
会

と
も
ど
も
ご

指

導

の
程
よ

ろ
し
＜
お

願

い
申

し
上
げ
ま
す

。

（
右
写
真
は
金

子
先
生

へ
の
花

束
等
贈

塁

の
状
況

）

後

任

の
柔
道

部

長

に
は
、
前

柔
道
部
副
部
長

の
西
田
華
倉
先

生

（
法
政

大
学
法
攣
部
教

授

）

が

就
任
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
と
も

、
我
が

法
政
大
学
体
育
会

柔
道
部

の
益

々
の
躍
進

の
た
め
ご

指
導
ご

鞭
撻

の
程
お

願

い
い
た
し
ま
す
。
砂
押

記

露

和
五
一
年
墜
む

◎

事

務

局

か

ら

の

お

知

ら

せ

今

回

の
総

会

で
は

、

総

会

案

内

や

会

報

誌

の

発

行

等

の
事

務

に

つ
い

て
、

大

阪
在

住

の

Ｏ

Ｂ

諸

氏

（
青

丼

讐

氏

、

内

海

健

雄

氏

、

大

北
良

太

郎
氏
、
半
沢
尚
浩
氏
等

）
に
お

願

い
す
る

こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
＜
お
願

い
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
［不
近
順

一　
露

型
曇
葦

星
む

連
絡
先
は
次

の
と
お

り
で
す
。

〒
五
六
九
―
〇
八
〇

二

大
阪
府
高
槻
市
北
園
町
十

三
の
十
九

法
友
柔
道
倶
楽
部
事
務
局

二
―

六

八

四
―

三

二

一
七



【
他

の
試
含
結
果

】

一
回
線

法
政
大
学

七
　
　
　
対

先
庄
司
⑦

一
本
背

負

中
村
⑩

大
外
刈

り

河
田
①

押

え
込

み

中
下
田
⑩

一
本
背

負

玉
城
①

払

い
腰

利
田
⑩

小
外
刈

り

大

田
村
⑩

払

い
腰

三
回
戦

法
政
大
学

七

　

　

対

先
河
田
①

押
え
込

み

千
葉
⑩

大
外
刈

り

伊
久
美
⑦

大
内
刈

中
下
田
⑩

払

い
腰

高
橋
①

内
股

田
村
⑩

払

い
腰

大
利
田
⑩

払

い
腰

準

々
決
勝

法
政
大
学

〓
一　
　

対

先
後
藤

　

　

　

　

×

利
田

　

　

　

　

×

下
田

　

　

　

　

×

中
高
橋
⑤

注
意

千
葉
⑦

内
股
空

じ

伊
久
美

　

　

　

×

大
塙
　
○

注
意

準
決
勝

法
政
大
学

〓
一　
　

対

先
後

藤
⑤

注

意

下
田

　

　

　

　

×

高
橋
⑦

内
股

中
千
葉

○

東
京
大
学

田
村

都
留

小
出

椿林３
村

出
崎

○

芝
浦

工
大

菊

川
水ヽ
田

原
田

佐

ス
間

飯
塚

濱
田義

＝

○

東

京

農

大

末

松

菊

池

斉

藤

金

子

福

岡

小

林

巧

小

林

直

一
一
人
東

文

大

フ
ん
ン
ゼ

佐

伯

吉

川

和
田
⑩
小
外
刈
り
　
　
　
　
　
　
友
野

塙
　
　
　
　
　
　
　
大
内
刈
り
⑦
小
路

大
庄
司
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
関
森

保
護
者
観
戦
談

庄
司

一
弘
氏

（
三
年
生

。
庄

司
史
成

君

の
父

）

非
常

に
厳

し

い
試

含

の
連
続

で
し

た
が

、

皆

良
＜
頑
張

っ
て
＜
れ
た
と

ほ

っ
と
し

て
い
ま
す

。

試

含

場

の
あ

ち

ら

こ
ち

ら

で
大

き

な
声

援
が

聞

こ
え

て
き

ま

し

た
が

、

Ｏ

Ｂ

の
諸
先

輩

方
が

多
数

見

え

た

こ
と

に
驚

き

と

感

激

に
耐

え

ま

せ

ん

で
し
た
。

今
後

と

も

息

子

た
ち

へ
の
ご

指

導

と
ご

支
援

を
よ

ろ
し
＜
お

願

い
い
た
し
ま
す

。

Ｏ

Ｇ
観
戦
記

勝
本
萌
氏

（
平
成

二
三
年
度
卒

・
栃
本

）

学

生

の
皆

さ

ん

の
活

躍

を
拝

見

し

て
、

何

か

自

分

に
も

勇
気

と

力
が

沸

い

て
＜

る
よ

う

な

そ

ん

な
気
分
が

味
わ

え
た
試
含

で
し
た
。

本
当

に
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◎

天
高
＜
学
生

肥
ゆ

る
秋

―

Ｏ
Ｂ
会
と
学
生
と

の
焼
肉
パ

ー

テ

ィ
開
催

平
成

二
四
年

一

一
月

一

一
日

（
日

）
川

崎
市

木

月

に
あ

る
法

政

大

学

体

育

会

柔
道

部

含

宿

所

に
お

い
て
、

Ｏ

Ｂ
有

志

に
よ

る
学

生

へ
の
激

励

と

先

の
二
部

大

会

優
勝

に
対

す

る
慰

労

を

兼

ね

て
焼
き
肉
パ
ー

テ

ィ
ー
が

開
催

さ
れ
た
。

Ｏ

Ｂ
か
ら

上

質

の
牛

肉

二
十

二
キ

ロ
グ

ラ

ム

と

米

六

十

キ

ロ
グ

ラ

ム
等
が

差

し

入
れ

ら

れ

、

全

員
が

お

腹

い

っ
ぱ

い
な

る
ま

で
食

欲

を
満

た

す

こ
と
が

で
き
た

。

鎌

倉

市

か
ら

会

長

の
福

田
誠

志

氏

（
昭

和

〓

年
度
卒

）
が

、
静

岡
市

か
ら

原
木
忠
夫
氏

（
昭

利

三

五
年
度

卒

）
、
豊

橋

市

か
ら

竹

内

壽

一
氏

（
昭
和

三
六

年
度
卒

）
相
模

原
市

か
ら
大
島
浩

氏

（
昭

和

三
六

年

度

卒

）
、

横

須

賀
市

か
ら
網

倉

武
重

氏

（
昭
和

三
六

年

度

卒

）
、
藤

沢
市

か

ら

石
崎

隆
之
氏

（
昭
和

五

一
年
度
卒

）
茨
城
県

河
内
村

か
ら

田
伸
茂

明
氏

（
昭
利
五
二
年
度
卒

）

等

の

Ｏ

Ｂ
諸

氏

が

駆

け

つ
け

学

生

を

激

励

し

た
。静

岡

か
ら

駆
け

つ
け
た

原
本
忠
夫
氏

の
味
付

け
に
は
全
員
感
激

し
、
先
を
争

っ
て
鉄
板

の
前

に
押
し
か
け
る

一
幕
が

出

る
程

で
あ

っ
た
。

三
五
年

コ
ン
ビ

の
福

田
氏
と

原
本
氏
、

三
六

年
ト

リ
オ

の
竹

内
氏

、
網
倉
氏

、
大
島
氏
、
五

一
年

ヨ
ン
ビ

の
砂
押
氏

、

石
崎
氏
等
同
期

の
人

達
が

学
生

の
為

に
先

を
争

う
よ

う
に
立
ち

回
る

姿
は
、
正
に
壮
観

で
あ

っ
た
。

あ
ち

こ
ち

で
現
役
営
生
と
旧

現
役
学
生

（
Ｏ

Ｂ
）
が

膝
を

つ
き
含
わ

せ

て
焼
き
肉
を
頬

張
り

な
が

ら
柔
道
談
義

に
花
を
咲
か
せ

て
い
た
。

渡
邊
敏
之
監
督

（
昭
五

三
年
度
卒

・
静
岡
）

を

初

め

と

し

て

コ
ー

チ

陣

も

張

り

切

っ
て
お

り
、
来
年
度

の
更
な

る
躍
進
が

楽
し
み
で
あ
る
。

宮

原
記

（
静

岡

。
昭
和
五

二
年
度
卒

）

左
は
学
生
と
話
が
弾
む
網
倉
氏
　
左
は
同
期
生
同
士
の
竹
因
氏
と
大
島
氏



○

柔

道

部

主

将

談

（
塙

雄

太

・
四

年

）

本

田

は

、
我

々

の
た

め

に

こ

の
よ

う
な

席
を

設

け

て
頂

き

、

誠

に
あ

り
が

と

う
ご

ざ

い
ま

し

た
。ま

た

、
東

京

学

生

柔

通

二
部
大

会

に
際

し

て

も

全

国

の

Ｏ

Ｂ

の
方

々
が

試

含
場

に
駆

け

つ
け

て

い
た

だ

さ

熱

い
応

援

を

い
た

だ
き

ま

し

た

。

心

か
ら
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

普

段

か
ら

先

輩

方

に

は

何

か
と
ご

支
援

を

い

た
だ

い

て
お

り
ま

す
が

、

こ

の
ご

恩

に
報

い
る

に
は
、
結

果
を
出
す

こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

私

は
、
来

春

で
卒

業

し

ま

す
が

、

全

員

で

釆

年

の
東
京
学
生

柔
道

大
会

で
結

果
を
だ
す

こ
と

、

そ

し

て
社

会

人

と

し

て
恥

じ

な

い
よ

う
勉

学

に

も

勤

じ
む

こ
と

と

考

え

、
慢

心
す

る

こ
と

な
＜

努
力
精
進
し

て
い
き

た

い
と
思

い
ま
す

。

今

後

と
も

私

た

ち

学

生

に
対

し
ま

し

て
、
ご

指
導
を
よ

ろ
し
＜
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

本
当

に
あ
り
が

と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

在

は
焼

き
肉

の
味
付

け
と

焼

き

に
プ

ロ
顔

負

け

の
腕
を

振

る
う
原
本
忠
夫
氏

の
調
理
風

景

会 費 納 入 の お 願 い

当倶楽部の活動及び法政大学体育会柔道部への

援は会員の皆様の会費及び寄付金で運営されてい

す。

つきましては平成24年度 OB会費未納の方は、

費 (1万円)納入をよろし<お願いします。

※会計 (納入)年度は4月 1日から翌年の3月31日です。なま

既に納入された方は、悪しからずご了承をお願いします。

【
会

員

消

患

】

○

　

平
成

二
三
年

四
月
四
日
、
川
嶋
弘

三
郎
氏

度
卒

・
静

岡
）
は
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

○

　
平
成

二
三
年

六

月

一
五
日
、
佐
藤

勇
夫
氏

度
卒

・
群

馬
）
は

、
病
気
療
養
中

の
と

こ
ろ
ヤ

た
。

○

　

平
成

二
四
年

二
月

三
二
日
、
坊

野
征

男
氏

度
卒
）
は
、
病
気
療
養
中

の
と

こ
ろ
逝
去

さ
れ

○

　
平
成

二
四
年

五
月

一
七
日
、
近
藤

久

一
郎

ｒ

年
度
卒

・
秋

田

）
は
、

病
気
療
養

中

の
と

こ
フ

し
た
。

○

　
平
成

二
四
年

六

月

一
七
日
、
川
上
光

之
氏

度

卒

。
東
京

）

は
、
病
気
療
養

中

の
と

こ
ろ
藩

た
。
　
謹
ん

で
ご

冥
福
を
お

祈
り

い
た
し
ま
す
＾

※

〈奮
員
の
消

患

に

つ
い

て
は

、
事

務

局

キ

願

い
ま
す

。
　

　

　

　

宗
近

記

露

型

曇

一

ヽ
晉

「

ヽ

ヽ
日

「

ヽ

ヽ
日
「

ヽ

ヽ
日
「

ヽ

ヽ
日

ヽ

ヽ

ヽ
日
「

、

ゝ
曖
、

ヽ

ヽ
日

ヽ

ヽ

ヽ
ヨ
「

ヽ

ヽ
日
「

ヽ

ヽ
騒

「

ヽ
Ｌ
調

「

、

ゝ
臣

「

ヽ

Ｌ
理

Ｒ

ヽ

ヽ
日

「

ヽ

ゝ
目

「

ヽ

ヽ
ヨ
ヽ

ヽ

コ

支

網 倉 武 重
(昭 和 36年 度 卒 )

（
昭

和

三
九

年

（
昭

和

三
九

年

避
去

さ

れ

ま

し

（
昭

和

四

一
年

一ま

し
た

。

熱

（
昭

利

五

一

υ
逝

去

さ

れ

ま

（
昭

和

三
六

年

迎
去

さ

れ

ま

し

い
で
お

知

ら

せ

年

度
卒
）

昭利 37年度

卒 業 生 一 同
有限会社イ ′ キ
太田年彦 (昭和 38年度卒 )

(有)松 永 製 餡 所
宮原行英 (昭和 52年度卒)

昭和 52年度

卒 業 生 ― 同

農事組含法人田仲農場
田伸茂明 (昭不□52年 度卒 )

上記広告は、広告名下で寄附を頂いた方々です。-4-


